
  「馬毛島基地（仮称）
  　の施設整備状況等について」

発行日：令和７年８月８日
■問い合わせ先
 中種子町役場自衛隊対策室
 ☎0997-27-1111 内線(268・278)
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航
空
自
衛
隊
馬
毛
島
先
遣

隊
の
隊
員
約
60
名
が
、
基
地

の
運
用
開
始
に
向
け
馬
毛
島

の
飛
行
管
理
棟
及
び
町
内
の

仮
事
務
所
で
勤
務
を
始
め
ま

し
た
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先
遣
隊
は
、
施
設
の
管
理

や
、
飛
行
場
と
し
て
使
用
す

る
た
め
に
必
要
な
航
空
管
制

用
器
材
の
受
け
入
れ
、
維
持

整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
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平
日
は
毎
日
、
浜
津
脇
港

か
ら
船
を
使
っ
て
馬
毛
島
へ

通
勤
し
て
い
ま
す
が
、
海
が

荒
れ
て
渡
島
で
き
な
い
場
合

は
、
仮
事
務
所
（
野
間
栄

町
）
に
お
い
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。
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横
町
集
落
内
に
整
備
さ
れ

隊
員
が
７
月
か
ら
入
居
し
て

い
ま
す
。
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設
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旧
種
子
島
空
港
跡
地
に
建

設
中
、
令
和
８
年
３
月
末
に

完
成
予
定
。
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■馬毛島基地（仮称）建設工事に従事する工事関係者数の推移 （単位：人）

種子島に滞在する工事関係者数推移 ※（ ）内は中種子町の数

  R6.6.28 R6.9.6 R6.10.31 R6.12.23 R7.2.28 R7.4.23 R7.6.26

宿泊施設
約 170 約 90 約 190 約 170 約 190 約 180 約 180 

(約 50) (約 10) (約 10) (約 10) (約 20) (約 10) (約 10)

賃貸物件
約 440 約 380 約 410 約 420 約 400 約 390 約 390 

(約 90) (約 60) (約 90) (約 110) (約 90) (約 80) (約 80)

仮設宿舎
約 1,140 約 1,340 約 1,240 約 1,210 約 1,120 約 1,060 約 1,070 

(約 260) (約 340) (約 220) (約 220) (約 200) (約 180) (約 180)

自宅等
約 90 約 100 約 160 約 180 約 160 約 110 約 110 

(約 20) (約 20) (約 30) (約 30) (約 30) (約 20) (約 20)

合計
約 1,840 約 1,910 約 1,990 約 1,980 約 1,880 約 1,740 約 1,750 

(約 410) (約 440) (約 340) (約 370) (約 340) (約 300) (約 300)

馬毛島に滞在する工事関係者数推移          

仮設宿舎 約 1,840 約 2,290 約 2,860 約 3,030 約 3,650 約 4,200 約 4,200 

種子島と馬毛島の合計

合計 約 3,680 約 4,200 約 4,850 約 5,010 約 5,530 約 5,940 約 5,950 

※各数値は１桁目の位を四捨五入している。そのため内数の和が小計と合わない場合がある。
※馬毛島の仮設宿舎は防衛省において整備しており，種子島の仮設宿舎は防衛省が整備したもの
 ではなく，他の事業者が整備したもの。
 なお，馬毛島内の仮設宿舎について，令和７年３月に約4,200室の建設工事が完了。
※将来的な工事関係者の見通しは種子島で最大2,000人程度，馬毛島で最大4,000人程度。



○馬毛島の施設整備の状況（令和７年８月）

施設全体配置図事後調査（海域）

ユーティリティ施設工事 事後調査（昆虫類）

事後調査（海域）

滑走路 舗装工事 係留施設 本体工事

資料提供:九州防衛局企画部地方調整課基地対策室


